
【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

<高齢化対策の推進>

（新） ・ 介護事業所経営力強化研修事業（介護保険特別会計） 231

［長寿あんしん課］

（新） ・ チームオレンジ設置運営支援事業（介護保険特別会計） 6,164

　［認知症支援室］

（拡） ・ 地域包括支援センター運営事業（介護保険特別会計）［長寿あんしん課］ 683,895

（拡） ・ 短期集中運動型サービス検討事業（介護保険特別会計） 6,556

[長寿あんしん課]

（拡） ・ 成年後見制度利用促進事業[認知症支援室] 31,568

・ 敬老パス交付事業[長寿支援課] 352,509

高齢者の介護予防や自立支援のため、地域包括支援センターにお

いて保健師等が総合相談支援業務等を行う。

地域包括支援センター職員の増員 １１８人→１２０人

地域包括支援センター本部の移転

要支援者等の自立支援や重度化防止を目的とするリハビリテーショ

ン提供体制の充実や社会参加の促進を図るため、短期集中運動型

サービスのモデル事業を実施する。

後見人等による支援が必要な方を適切に制度利用につなげるため、

成年後見センターを運営するとともに、相談室の開口部に仮設間仕

切りを設置し、プライバシーの保護を強化することで、安心して相談

できる環境を整える。

介護の現場における業務効率の向上、リスクマネジメントなどの課題

をテーマとした経営者向けの研修を実施し、職場環境の改善、経営

力の強化を図る。

認知症の方とその家族が、市の指定する講座を修了したサポーター

等と一体となって、地域における交流や見守り支援等を行う「チーム

オレンジ」の認定と運営支援に取り組む。

高齢者の社会参加や生きがいづくりを促進するため、敬老パスを交

付する。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ ひとり暮らし高齢者等安心通報システム設置事業[長寿支援課] 93,180

・ 高齢者福祉センター等管理運営・施設整備事業[長寿支援課] 660,894

・ すこやか長寿まつり開催事業[長寿支援課] 4,153

・ 高齢者すこやか温泉講座開催事業[長寿支援課] 1,243

・ 後期高齢者医療特別会計への繰出金[長寿支援課] 2,205,419

・ 後期高齢者医療療養給付費負担金[長寿支援課] 7,648,430

・ 後期高齢者医療広域連合への納付金 8,915,697

（後期高齢者医療特別会計）　[長寿支援課]

・ 後期高齢者長寿健診事業（後期高齢者医療特別会計）[長寿支援課] 151,517

ひとり暮らし高齢者等の世帯で、急病などの緊急時に、押しボタンや

センサーからの通報により、警備員が駆けつける通報システムを設置

する。

高齢者の各種相談に応じ、健康の増進、教養の向上等に寄与する

ため、高齢者福祉センターなど９か所の管理運営や施設整備を行う。

高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、鹿児島県後期高齢者

医療広域連合に対し療養給付に要する経費を負担する。

高齢者の社会参加や生きがいづくり・健康づくりを促進するスポーツ・

文化のイベントとして「すこやか長寿まつり」を開催する。

保健事業等に係る経費について繰出しを行う。

高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、被保険者から徴収した

保険料等を鹿児島県後期高齢者医療広域連合に納付する。

生活習慣病等を早期発見し、重症化を予防するため、後期高齢者医

療被保険者に対し長寿健診を実施する。

市内の公衆浴場において温泉や健康に関する講座を開催し、温泉

入浴による健康効果等の知識を普及啓発するとともに、高齢者の外

出を促すことで、生きがいづくり・健康づくりを推進する。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 後期高齢者保健事業（後期高齢者医療特別会計）[長寿支援課] 93,832

・ 高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定管理事業 2,662

（介護保険特別会計）[長寿支援課]

・ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業[長寿あんしん課] 2,203

・ 介護老人福祉施設等整備費補助金[長寿あんしん課] 480,000

（④2月補正

60,689）

・ 介護施設ボランティアポイント事業[長寿あんしん課] 461

・ 在宅医療と介護の連携推進事業（介護保険特別会計）[長寿あんしん課] 10,638

　

・ 生活支援体制整備事業（介護保険特別会計）[長寿あんしん課] 22,099

後期高齢者医療被保険者の健康保持増進のため、はり・きゅう施設

利用や人間ドック・脳ドック利用に要する費用の一部を助成する。

地域包括ケアシステムを構築するため、在宅医療・介護の連携推進

協議会の開催等により、本市における在宅での医療と介護の連携を

推進する。

高齢者の介護予防・生活支援サービスの提供体制を整備するため、

生活支援コーディネーターを地域包括支援センターに配置し、介護

予防・生活支援サービス事業者協議会等を開催する。

高齢者の心身の多様な課題に対応し、きめ細かな支援を実施するた

め、医療・介護・健診データ分析により、地域の健康課題の把握や支

援対象者の抽出を行うとともに、事業全体の企画・調整を行い、高齢

者の保健事業と介護予防の取組を一体的に推進する。

市民の介護分野への関心や地域全体で高齢者を支える意識を高め

るため、介護保険施設等でのボランティア活動に対し、換金等が可

能なポイントを付与する。

第９期（令和６～８年度）の高齢者保健福祉計画及び介護保険事業

計画を策定する。

介護基盤の充実を図るため、施設整備を行う社会福祉法人に対し、

建設費の一部を助成する。

特別養護老人ホームの創設 ２か所
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 高齢者いきいきポイント推進事業（介護保険特別会計）[長寿あんしん課] 7,419

・ 介護予防把握事業（介護保険特別会計）［長寿あんしん課］ 12,336

・ 介護予防・生活支援サービス 1,564,172

（訪問型サービス事業 、通所型サービス事業等）（介護保険特別会計）

[長寿あんしん課]

・ 高齢者見守り支援事業（介護保険特別会計）[認知症支援室] 100

・ 成年後見制度利用支援事業（介護保険特別会計）[認知症支援室] 17,398

・ 認知症初期集中支援推進事業（介護保険特別会計）[認知症支援室] 5,376

・ 認知症オレンジサポーター養成事業（介護保険特別会計） 3,163

[認知症支援室]

要支援者等を対象に多様なニーズに対応したサービスを提供し、高

齢者の自立支援と介護予防を推進する。

高齢者が行う市社会福祉協議会で募集、管理するボランティア活動

等や健康診査の受診に対して換金等が可能なポイントを付与するこ

とで、高齢者の生きがいづくりや介護予防を推進する。

認知症の方が住み慣れた地域で生活を継続することができるよう、認

知症の方やその家族に早期に関わる認知症初期集中支援チームを

地域包括支援センターに配置し、早期診断・対応に向けた支援を行

う。

認知症の方やその家族を支援するため、認知症サポーターや認知

症等見守りメイトを養成するとともに、認知症介護教室を開催する。

アンケート調査により、閉じこもり等の何らかの支援を要する高齢者を

把握するとともに、介護予防活動への参加を促進する。

在宅の認知症高齢者等が行方不明になるのを防ぐために、位置情

報サービス等を利用する家族等に加入経費の一部を助成する。

後見等開始の審判を申立てる者がいない認知症高齢者等のために

審判の申立てを行うほか、後見人等報酬の助成を行う。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 認知症施策推進事業（介護保険特別会計）[認知症支援室] 18,719

　 ・ 認知症あんしんサポート事業（介護保険特別会計）[認知症支援室] 124

・ 訪問介護等利用者負担助成事業[介護保険課] 4,532

・ 低所得者利用者負担助成事業[介護保険課] 6,534

・ 介護保険特別会計への繰出金[介護保険課] 8,716,827

・ 介護保険相談員設置事業（介護保険特別会計）[介護保険課] 14,876

　 ・ 56,126

・ よかよか元気クラブ活動支援事業（介護保険特別会計）［保健予防課］ 1,966

すこやか長寿健康支援事業［保健予防課］

医療・介護・健診データ分析に基づき抽出された高齢者への個別的

支援や、地域の健康課題に応じた通いの場等への積極的な支援な

ど、高齢者の保健事業と介護予防の取組を一体的に実施する。

障害のある低所得者等の負担を軽減するため、訪問介護等の利用

者負担額の一部を助成する。

低所得者の負担を軽減するため、居宅サービス等の利用者負担額

の一部を助成する。

保険給付等に係る経費について繰出しを行う。

介護保険を利用しやすい環境を整えるため、介護保険相談員を窓

口に配置し、介護保険に係る相談業務や関連する保健・医療・福祉

に係る相談業務を行う。

誰もが参加できる介護予防活動の地域展開を目指し、よかよか体操

やらくらく体操を中心とした活動を推進する。

認知症の方やその家族ができる限り地域のよい環境で自分らしく暮

らし続けることができるよう、国の認知症施策推進大綱に基づく各種

取組を実施する。

認知症やその疑いにより行方不明となった高齢者等の早期発見のた

め、市のＬＩＮＥ公式アカウントを活用して情報を配信する。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 地域リハビリテーション活動支援事業（介護保険特別会計） 9,659

[保健予防課]

・ 一般介護予防（口腔・栄養・運動）複合教室事業（介護保険特別会計） 649

[保健予防課]

<地域共生社会の実現>

（新） ・ 地域福祉館Ｗｉ－Ｆi設置事業 [地域福祉課] 7,380

（新） ・ 県民生委員制度創設１００周年記念大会補助金[地域福祉課] 200

（新） ・ 重層的支援体制整備移行準備事業 [地域福祉課] 8,964

（新） ・ 吉田福祉センターＷｉ－Ｆi設置事業 [吉田保健福祉課] 499

（拡） ・ 1,796,859重度心身障害者等医療費助成事業[障害福祉課]

高齢期の疾病予防・介護予防等を推進するため、口腔機能向上・栄

養改善・運動器機能向上を目的とした複合型教室を実施する。

理学療法士等のリハビリテーション専門職が、住民主体の通いの場

等における集団・個別指導を実施するなど、介護予防の取組を総合

的に支援する。

重度心身障害者等の保健の向上と福祉の増進を図るため医療費を

助成するとともに、自動償還払い方式に変更する準備を進める。

吉田福祉センターにＷｉ－Ｆiを設置し、利便性の向上や地域住民同

士の交流の促進を図る。

鹿児島県における民生委員制度創設１００周年を記念する大会への

助成や運営協力を行う。

地域福祉館（４１館）にＷｉ－Ｆiを設置し、利便性の向上や地域住民

同士の交流の促進かつ避難所機能の充実を図る。

住民が抱える複雑化・複合化した支援ニーズに、関係機関や地域が

連携して対応する重層的支援体制の整備に取り組む。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（拡） ・ 心身障害者総合福祉センター管理運営事業[障害福祉課] 77,227

（拡） ・ 日常生活用具給付事業[障害福祉課、保健支援課] 138,020

（拡） ・ 障害者基幹相談支援センター事業[障害福祉課] 35,461

（拡） ・ 在宅重度心身障害児家族支援事業[障害福祉課] 2,160

（拡） ・ 手話言語及び情報・コミュニケーション条例（仮称）制定事業 645

[障害福祉課]

（拡） ・ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築事業[保健支援課] 4,066

（拡） ・ 300,396特定健康診査事業（国民健康保険事業特別会計）［国民健康保険課］

障害者の在宅生活をより暮らしやすくするために、収尿器の対象者や

発電機・バッテリーの基準額を拡充し、日常生活用具の給付を行う。

家族の負担軽減を図るため、重度心身障害児の訪問看護について、

自宅外でも利用可能とするなど、支援内容を拡充し、費用の助成を

行う。

障害者への理解促進の気運を醸成し、障害者の生活課題等の解消

と、意思疎通支援の充実による共生社会の実現につなげるため、手

話言語等に係る条例の制定に取り組む。

心身障害者総合福祉センターの管理運営を行うとともに、利用者の

安全性・利便性の向上を図るため、身障者用駐車場を再整備する。

ピアサポーターの活動基盤を整え、精神障害にも対応した地域にお

ける支援体制の充実を図る。

障害者を対象とした総合的な相談や障害者差別の解消に係る相談

等の支援を行う基幹相談支援センターについて、相談記録システム

の導入による体制強化を図る。

生活習慣病予防の徹底を図るため、新たに薬局と連携した健診受診

勧奨を行うなど特定健康診査の受診率向上の取組を強化する。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（拡） ・ 2,836

（国民健康保険事業特別会計）［国民健康保険課］

　 ・ 地域福祉推進事業[地域福祉課] 34,251

・ わくわく福祉交流フェア事業［地域福祉課］ 3,530

　 ・ 生活困窮者自立支援事業[保護第一課] 39,306

・ 若者等サポート事業[保護第一課] 3,258

・ 友愛パス交付事業[障害福祉課] 296,641

・ 友愛タクシー券交付事業[障害福祉課] 71,648

・ ひとり暮らし障害者等安心通報システム設置事業[障害福祉課] 2,593

糖尿病性腎症重症化予防プログラム推進事業

地域共生社会の実現に向けて、第５期地域福祉計画の着実な推進

を図る。

福祉交流の輪やボランティア活動を広げるイベントとして「わくわく福

祉交流フェア」を開催する。

障害者の社会参加を促進するため、友愛パスを交付する。

障害者の社会参加を促進するため、友愛タクシー券を交付する。

ひとり暮らしの重度身体障害者等の世帯で、急病などの緊急時に、

押しボタンやセンサーからの通報により、警備員が駆けつける通報シ

ステムを設置する。

生活支援コーディネーターを配置し、関係機関等と連携し、相談窓

口に来ることが困難な生活困窮者等に対する訪問支援等を行う。

生活困窮者の自立に向け、自立相談支援事業、家計改善支援事業

など必要な支援を行うとともに、離職や休業された方などに住居確保

給付金を支給する。

糖尿病性腎症の重症化リスクが高い被保険者への保健指導を充実

するため、保健指導の質を向上させるとともに、かかりつけ医向けの

情報交流会を開催するなど関係機関等と連携し、適切な医療や保健

指導等が受けられる体制を強化する。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 200

・ チャレンジド大賞表彰事業[障害福祉課] 665

・ 障害者相談支援等事業[障害福祉課、保健支援課] 54,065

・ 移動支援事業[障害福祉課] 235,151

・ 地域活動支援センター事業[障害福祉課、保健支援課] 170,006

・ 障害福祉サービス給付事業[障害福祉課] 18,695,488

・ 障害福祉サービス利用者負担軽減事業[障害福祉課] 23,509

・ 障害福祉計画等策定・管理事業[障害福祉課] 6,618

ナイスハート支援事業[障害福祉課]

地域で生活している障害者等からの相談に応じ、各種情報の提供や

助言、障害福祉サービスの利用支援等を行うほか、緊急に保護が必

要と認められる障害者の一時的な保護を行う。

障害者等に対し、創作的活動等の機会を提供し社会との交流の促

進等の便宜を供与する地域活動支援センター（Ⅰ～Ⅲ型）の機能を

活用し、障害者等の地域生活支援の促進を図る。

障害者の社会参加と自立を促進するため、外出時の支援を行う。

障害者（児）に居宅介護、生活介護などの障害福祉サービス等を提

供する。

第五次障害者計画や障害福祉計画第６期計画・障害児福祉計画第

２期計画の進行管理を行う。障害福祉計画第７期計画・障害児福祉

計画第３期計画の策定を行う。

障害者施設の生産物やレストラン等の販売を促進するため、障害福

祉サービス事業所を設置している法人等で構成する団体に対し、活

動経費の一部を助成する。

障害者の社会参加と自立支援を促進するため、社会貢献、産業就

労などの分野において輝いている障害者等を表彰する。

市独自の利用者負担軽減を図り、利用を促進するため、利用者負担

額を２分の１とする。

68



【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 難聴児補聴器購入助成事業[障害福祉課] 1,315

・ 地域生活支援拠点事業[障害福祉課] 14,786

　 ・ 10,007

　 ・ 障害福祉サービス等支援体制整備事業[障害福祉課] 4,509

・ 社会参加促進事業[障害福祉課、保健支援課] 55,861

・ 4,997

・ 児童発達支援事業専門員加算等補助事業[障害福祉課] 61,637

障害福祉サービス事業所等感染症対策支援事業[障害福祉課]

障害児地域療育等支援事業[障害福祉課]

障害福祉サービス事業所等に対して、サービス継続に必要な経費等

の支援を行うとともに、感染拡大防止や介護業務の負担軽減のため

のロボット等の導入を支援する。

福祉・介護職員処遇改善加算等の取得促進を図るため、事業所訪

問等の支援を行うとともに、利用者のニーズに応じたサービスの選択

に資するよう、情報公表制度の審査体制の充実を図る。

在宅療育その他障害者福祉に関する相談に応じるとともに、各種福

祉サービスの提供に係る支援、啓発活動等を行う。

児童発達支援事業所や放課後等デイサービス事業所の専門指導員

等に係る経費の一部を助成するとともに、重症心身障害児が通う事

業所に対し、看護師等の配置の経費の一部を助成する。

身体障害者手帳の交付対象とならない１８歳未満の軽度・中等度の

難聴児の補聴器購入等に対し助成する。

手話通訳者や盲ろう者向けの通訳・介助者の派遣など、障害者の需

要に応じた事業を実施することにより、障害者の自立と社会参加の一

層の促進を図る。

障害者の社会生活上の不安の解消を図り、障害者とその家族が地

域で安心して生活できるよう、地域生活支援拠点を運営する。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 医療的ケアを必要とする障害児支援事業[障害福祉課] 359

・ 発達障害児等家族支援補助金［障害福祉課］ 4,300

・ 障害児通所等支援事業[障害福祉課] 11,075,882

・ 障害児通所支援利用者負担軽減事業[障害福祉課] 195,552

・ 健診受診者保健指導事業（国民健康保険事業特別会計） 44,041

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［国民健康保険課］

・ 健康づくり推進事業（国民健康保険事業特別会計）［国民健康保険課］ 7,294

・ 国民健康保険事業特別会計に対する繰出金[国民健康保険課] 2,987,738

医療的ケアを必要とする障害児が適切な支援を受けられるように、保

健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関等が連携を図るため

の協議の場を運営する。

児童発達支援事業所等が保護者に対して、グループ講習等の集団

支援や居宅訪問等の個別支援を実施した場合に経費の一部を助成

する。

障害児に対する療育として、児童発達支援や放課後等デイサービス

等を提供し、日常生活における基本的な動作の指導、生活能力の向

上のために必要な訓練等を行う。

市独自の利用者負担軽減を図り、利用を促進するため、利用者負担

額を無料とする。

生活習慣病のリスクがある被保険者に対し、発症や重症化を防ぐた

め、保健指導等を実施する。

健康・医療情報を分析し、被保険者の健康課題を明確にするとともに、

適正受診・適正服薬を促進する。

国保被保険者の税負担の軽減を図るとともに、本市独自の保健事業

等に充てるため、一般会計から国民健康保険事業特別会計に対す

る繰出しを行う。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

<健康・医療の充実>

（拡） ・ 健康増進施設管理運営事業[健康総務課] 66,360

（拡） ・ 健康増進計画推進事業[保健政策課] 2,403

（拡） ・ 元気いきいき検診事業[保健予防課] 552,754

（拡） ・ 高度医療機器整備事業（病院事業特別会計）［市立病院］ 1,170,670

（拡） ・ スマートホスピタル推進事業（病院事業特別会計）［市立病院］ 3,758

　 ・ 夜間急病センター管理運営事業[保健政策課] 344,742

夜間急病センターを運営し、毎夜間の初期救急医療を確保する

とともに、新型コロナウイルス感染症対策として専用の診察室

による診療を実施する。

生活習慣病の予防・早期発見のため、各種がん検診等を実施すると

ともに、がん検診のＷｅｂ予約システムや胃がん検診への内視鏡検査

の導入、歯周病検診の自己負担額の減額を行うなど、市民の利便性

や受診率の向上を図る。

疾病構造の変化や多様化する患者のニーズ、医療の高度化・専門

化に対応するとともに、県下の中核的な医療機関としての機能を高

めるため、リモートアフターローディング治療装置等の高度医療機器

の整備を進める。

外部アドバイザーを活用し医療DX推進計画を作成するなど、体系的

にスマートホスピタルを推進する。

第二次健康増進計画に基づき、市民の健康づくりを推進する。また、

次期計画を策定するとともに、健康で持続可能な食環境づくりに取り

組む。

温泉を活用した健康づくり施設（かごしま温泉健康プラザ・さくらじま

白浜温泉センター）の管理運営を行うとともに、本年度はさくらじま白

浜温泉センターにおいて開館３０周年イベントを実施する。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 慢性腎臓病予防ネットワーク事業[保健政策課] 709

・ 食育推進事業［保健政策課] 1,349

・ 働く世代の健康づくり事業［保健政策課］ 467

・ 受動喫煙防止対策事業[保健政策課] 4,144

　 ・ 胸部エックス線撮影健康診断事業[保健予防課] 20,762

・ 生活習慣改善支援事業[保健予防課] 4,878

・ 地域保健活動事業［保健予防課］ 16,656

・ 口腔保健支援センター運営事業[保健予防課] 960

人工透析の新規患者の減少を図るため、慢性腎臓病（ＣＫＤ）の重症

化を予防する医療ネットワークを運用するとともに、専門職向けの研

修を行い、適切な医療体制を提供する。

定期の健康診断を行うことにより、結核の早期発見を図り、結

核の予防対策を推進する。

事業所との協働により、働く世代の生活習慣の改善やメンタルヘルス

対策などに取り組む。

望まない受動喫煙が生じない環境の整備促進を図るため、事業者に

受動喫煙防止対策の助言、指導等を行い、市民への受動喫煙の防

止に関する意識の啓発等を行う。

関係機関、団体等との連携による口腔保健の充実を図るため、口腔

保健連絡協議会を開催し、歯科口腔保健を推進する。

地域全体の健康のレベルアップを図るため、地域組織や関係機関と

連携を図りながら、地域保健活動を推進する。

生活習慣病の発症・重症化予防、介護予防等について正しい知識

の普及を図り、生涯を通じた健康づくりができるよう、専門職が集団健

康教育や個別の健康相談を行う。

第四次食育推進計画に基づき、食育に関する施策を総合的かつ計

画的に推進する。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 若年がん患者に対する療養支援事業［保健予防課] 1,432

・ がん患者ウィッグ購入費助成事業[保健予防課] 3,927

・ ＩＣＴを活用した保健指導事業[保健予防課] 87

・ 定期予防接種事業[感染症対策課] 1,949,629

　 ・ 感染症に強いまちづくり推進事業[感染症対策課] 390

　 ・ 新型コロナウイルスワクチン接種事業[感染症対策課] 1,719,034

・ 新型コロナウイルス感染症予防医療事業 2,933,577

[新型コロナウイルス感染症対策室]

生活習慣病の予防、介護予防等について、タブレット端末等を活用

した保健指導を実施する。

がん患者の就労等の社会生活を支援するため、ウィッグの購入費を

助成する。

若年がん患者が最期まで自分らしく安心して日常生活が送れるよう

在宅生活を支援し、患者とその家族の負担軽減を図るため、居宅

サービス利用などの経費の一部を助成する。

感染症に強い鹿児島市を目指して、医療機関等と構成する感染症

に特化した対策協議会を開催するとともに、医療機関を対象とした研

修会等を開催する。

各種の細菌・ウイルスによる感染症の発生やまん延を防止するため、

乳幼児や高齢者等を対象に、予防接種を実施する。また、HPVワク

チンについて、これまでの２価、４価に加え、新たに９価ワクチンでの

接種を行う。

新型コロナウイルス感染症対策として、予防接種法に基づきワクチン

接種を実施する。

新型コロナウイルス感染症対策として、感染症の予防及び感染症の

患者に対する医療に関する法律等に基づき、必要な対応を行う。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 精神保健福祉推進事業[保健支援課] 17,440

・ 難病患者地域支援事業[保健支援課] 11,152

・ 自殺対策事業[保健支援課] 1,801

・ 骨髄等移植ドナー支援事業[保健支援課] 593

・ 救急医療体制構築事業（病院事業特別会計）［市立病院］ 737

・ ドクターヘリ運航事業（病院事業特別会計）［市立病院］ 330,641

・ 地域医療連携推進事業（病院事業特別会計）［市立病院］ 3,799

精神障害者の支援や社会復帰の促進を図るとともに、措置入院中の

精神障害者について、個別の退院後支援に関する計画を作成し、支

援を行う。

難病患者等の安定した療養生活の確保と生活の質の向上を図るた

め、適切な在宅療養支援を実施するとともに、難病対策地域協議会

を開催する。

市自殺対策計画に基づき、自殺予防に係る啓発や相談等の各種施

策を実施するとともに、次期計画を策定する。

市立病院が本県における中核的な医療機関として高度急性期・急性

期機能の役割を果たすとともに、地域医療支援病院として地域医療

の充実を図るため、さらなる地域医療機関の支援や連携を推進する。

骨髄等の移植の推進や負担軽減を図るため、ドナーに対する助成や

登録会を実施する。

救急医療体制の充実を図るため、ドクターヘリを運航し、救命率の向

上等に努める。

救急医療体制の充実を図るため、ドクターカーを運行し、救命率の向

上等に努める。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 市立病院再整備推進事業（病院事業特別会計）［市立病院］ 274,364

・ 市立病院内ネットワークシステム拡充事業（病院事業特別会計） 60,348

［市立病院］

・ 企業会計への繰出金（市立病院）［財政課］ 1,257,594

<生活の安全性の向上>

・ 安心安全まちづくり事業[安心安全課] 3,364

・ 安心安全地域リーダー育成事業[安心安全課] 2,892

・ 防犯灯補助事業[安心安全課] 95,153

・ 青色防犯パトロール隊活動費補助事業［安心安全課］ 2,311

病院事業に係る経費について繰出基準により繰出しを行う。

地域における事故防止や防災活動等のリーダーを育成するため、安

心安全アカデミーを実施する。

夜間における犯罪防止と市民の通行の安全を図り、明るく住みよいま

ちづくりを推進するため、防犯灯を設置し、維持管理する町内会等に

対し、設置費や電気料の一部を助成する。

青色防犯パトロール隊の活動の促進を図るため、燃料費等の活動費

を助成する。

業務の効率化や利便性の向上を図るため、ネットワークの保守や対

応機器の整備を行うとともに、主な移動通信手段としてスマートフォン

を導入する。

地域医療を担う県下の中核的医療機関として将来にわたり高度・専

門医療を提供するため、市立病院再整備計画に基づき、実施設計

等を行う。

安心安全なまちづくりを総合的に推進するため、安心安全まちづくり

推進会議の運営などを行うとともに、鹿児島市暴力団排除条例に基

づき、暴力団排除に係る広報、啓発に取り組む。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ セーフコミュニティ推進事業［安心安全課］ 3,058

・ 街頭防犯カメラ設置費補助事業[安心安全課] 1,650

・ 防犯灯管理者賠償責任保険補助事業［安心安全課］ 1,320

・ セーフコミュニティ促進事業 2,607

[危機管理課、安心安全課、男女共同参画推進課、長寿支援課、

保健支援課、こども政策課、保健体育課]

・ 消費者啓発事業［消費生活センター］ 3,826

・ スクール・キャンパス消費生活啓発事業［消費生活センター］ 1,409

・ 地域消費者サポーター育成事業[消費生活センター] 929

犯罪のない安心安全なまちづくりを推進するため、町内会等が行う街

頭防犯カメラの設置に対し、設置費の一部を助成する。

防犯灯による事故の損害賠償に備えるため、町内会等の防犯灯に

係る損害賠償責任保険の加入に対し助成する。

国際認証基準に基づくセーフコミュニティの取組を評価・検証、

改善しながら、安心安全に暮らせるまちづくりを推進する。

交通安全、学校の安全など７つの分野別対策委員会において、セー

フコミュニティの取組のさらなる推進に向け、取組における連携・支援

の充実を図る。

消費者啓発を推進するため、消費生活教室・出張講座や公共交通

機関での広報、パネル展等を実施する。

若年層の消費者トラブルを未然に防止するため、小・中学生向けの

学習資料の作成等を行う。

悪質商法やうそ電話詐欺などのトラブルを防ぐ情報を、自分の身近

な方に伝えることを主な活動とする地域消費者サポーターを育成し、

情報提供を行う。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 食品・環境衛生監視指導事業[生活衛生課] 5,764

　 ・ 食鳥検査事業［生活衛生課］ 273

<命を守る危機管理・防災力の向上>

（新） ・ ８・６豪雨災害３０年関連事業［危機管理課］ 359

（新） ・ 桜島火山防災対策調査事業＜トップシティ関連＞［危機管理課］ 760

（新） ・ 社会福祉施設避難確保計画運用支援事業 10,739

［長寿あんしん課・障害福祉課］

（新） ・ 盛土等規制関連事業［土地利用調整課］ 52,880

（新） ・ 消防局人材育成事業［消防局総務課］ 736

食品・環境衛生施設の営業許可や監視指導、食品等の収去検査、

衛生知識の普及啓発を実施する。

食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律に基づき、食鳥

処理場の許可・立入検査等を実施し、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の

検証、改善を行う。

盛土等に伴う災害の防止を図るため、宅地造成及び特定盛土等規

制法に基づく規制区域の指定に向けた基礎調査等を行う。

平成５年の８・６豪雨災害から３０年を迎えるに当たり、その教訓を後

世に伝えるとともに、市民の防災意識の高揚を図るため、シンポジウ

ムの開催等を行う。

桜島の火山防災対策の実効性をさらに高めるため、広域避難を中心

とした先進事例の調査等により、本市として優先して検討すべき課題

を明らかにし、必要な対応等について整理する。

災害時において、洪水浸水想定区域等に立地する高齢者福祉施設

や障害者福祉施設等の利用者が迅速に避難できるよう、施設等が作

成する避難確保計画の運用支援を行う。

市人材育成基本方針に基づき、高度化・専門化する消防業務を的

確に遂行できる人材を育成するため、体系的な研修計画の策定など

を行う。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（新） ・ 消防局執務環境等整備事業［消防局総務課］ 23,094

（新） ・ １１９番映像通報システム整備事業［消防局情報管理課］ 2,990

（新） ・ 現場中継システム整備事業［消防局情報管理課］ 18,861

（新） ・ 雨量観測システム高度化事業［消防局情報管理課］ 2,073

（新） ・ 雨水ポンプ場遠隔集中監視システム整備事業 9,800

（公共下水道事業特別会計）[水道局]

（拡） ・ 桜島地域避難施設整備事業＜トップシティ関連＞[危機管理課] 1,123

（拡） ・ デジタル防災行政無線・IP無線運用事業［危機管理課］ 130,052

感染症流行時における感染防止対策と適切な業務継続のため、洗

面所の非接触型自動水洗への改修やトイレの洋式化に向けた設計

などを行う。

迅速・的確な災害対応や応急手当につなげるため、通報者がスマー

トフォン等で撮影した災害現場の映像を通信指令センターに伝送で

きるシステムを整備する。

医療の早期介入や映像情報の共有化を図るため、災害現場の映像

をドクターカーや通信指令センター等に中継するシステムを整備する。

雨量観測システムのサーバをクラウド化するとともに、パッケージ化さ

れた観測機器に変更する。

雨水ポンプ場の稼働状況を一元的に管理する遠隔集中監視システ

ムの整備に向けた実施設計を行う。

桜島島内の避難体制を強化するため、退避舎や退避壕等の避難施

設について、修繕等を行うほか、退避舎屋外照明（水銀灯）のＬＥＤ

化を行う。

災害時に市民に対して防災や避難に関する情報伝達等を迅速・確

実に行うため、同報系デジタル防災行政無線設備の運用、更新や保

守管理を行うとともに、災害時における情報連絡体制の確立・強化を

図るため、ＩＰ無線機の運用を行う。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（拡） ・ 避難行動要支援者避難支援等事業［危機管理課］ 6,404

（拡） ・ 桜島大規模噴火対策事業＜トップシティ関連＞[危機管理課] 11,829

（拡） ・ 災害時避難行動力向上事業[危機管理課] 8,236

（拡） ・ 克灰袋配布事業［環境衛生課］ 12,635

（拡） ・ 急傾斜地崩壊対策事業［河川港湾課］ 361,029

（拡） ・ 準用河川改修事業［河川港湾課］ 294,400

桜島の火山活動による降灰対策として配布している克灰袋について、

追加購入を行い、宅地降灰等の円滑な除去を図る。

急傾斜地の崩壊による土砂災害から住民の生命を保護するため、急

傾斜地崩壊対策の防災工事等を施行するとともに、県が施行する急

傾斜地崩壊対策の防災工事に負担金を支出する。また、既存施設

の長寿命化計画の更新や修繕等を行う。

水災害リスクの低減を図り、災害に強いまちづくりを進めるため、準用

河川の改修を行うとともに、施設の長寿命化計画に基づく修繕等を

行う。

島外避難計画の修正等を踏まえ桜島火山ハザードマップを改訂、配

布するとともに、桜島火山防災リーフレットを活用した市街地側の大

量軽石火山灰対策の周知、桜島火山活動対策協議会による要望活

動を行うなど、火山防災対策の推進に取り組む。

災害時に避難の手助けが必要な避難行動要支援者の支援体制の

充実を図るため、対象者の名簿や個別避難計画を作成し、支援に必

要な情報を避難支援等関係者と共有するとともに、避難行動要支援

者管理システムの保守・運用を行う。

災害時における市民の適切な避難行動の理解促進を図るため、防

災リーフレットを作成し、市内全戸に配布するほか、ハザードマップ

データの更新等を行う。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（拡） ・ 調整池等整備事業［河川港湾課］ 142,480

（拡） ・ 港湾改修（施設改良）事業［河川港湾課］ 12,000

（拡） ・ 消防緊急通信指令システム整備事業[消防局情報管理課] 87,829

（拡） ・ 資機材・装備安全高性能化事業[消防局警防課] 15,557

　 ・ 防災専門アドバイザリー事業[危機管理課] 200

　 ・ 自主防災組織育成促進事業［危機管理課］ 6,919

・ 原子力災害対策事業［危機管理課］ 780

消防緊急通信指令システムの安定稼働を維持するため、システムの

整備・運用などを行うほか、市ＬＩＮＥ公式アカウントを活用して、火災

などの災害情報の配信を強化する。

災害現場における活動隊員の安全を確保するため、新たに崩落監

視システムを配備するほか、空気式救助マット等の更新や活動隊

員の安全を考慮した装備の整備を行う。

水災害リスクの低減を図り、災害に強いまちづくりを進めるため、調整

池等に関する事業を一元化し、現況調査に基づく改良を行うとともに、

適切な維持管理のための修繕等を行う。

桜島港松浦地区において避難港の機能維持のため、防砂提の整備

に向けた調査を行う。

地域防災計画原子力災害対策編に基づき、ＵＰＺ内の住民等を対象

に、県と共同で原子力防災訓練を実施するなど市民への避難方法

等の啓発を行う。

地域住民と行政が一体となった防災対策を推進するため、自主防災

組織の活動に必要な資機材の整備や防災活動に対し、助成等を行

う。

市民が安心して暮らすことのできる安全なまちづくりを推進するため、

防災専門アドバイザリー委員を設置し、土砂災害や洪水、地震、津

波、原子力災害に係る防災対応に関する専門的視点からの意見聴

取等を行う。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 災害対策本部機能強化事業[危機管理課] 1,849

・ 防災資機材等備蓄事業［危機管理課］ 1,884

・ 桜島火山爆発総合防災訓練の実施＜トップシティ関連＞［危機管理課］ 3,257

　 ・ 防災情報システム保守・運営事業[危機管理課] 7,078

　 ・ 火山防災トップシティ推進事業＜トップシティ関連＞[危機管理課] 4,209

　 ・ 火山防災教育推進事業＜トップシティ関連＞[危機管理課] 1,466

・ 防災ラジオ運用事業［危機管理課］ 3,344

関係部局と連携強化を図り、迅速かつ的確な災害対応を講じるため、

防災情報システムの保守・運営を行う。

火山防災トップシティの推進を図るため、火山防災アドバイザリー委

員による助言・研修や火山防災トップシティ支援員による関係機関と

の連絡調整、事業展開を行うほか、ＰＲリーフレットや動画等を活用し、

桜島火山対策の積極的な情報発信に取り組む。

次世代を見据えた火山防災に関わる人材育成を図るため、火山災

害時における対応や、桜島の恵み、文化を学ぶための火山防災教

育の取組として、市街地側の児童とその保護者を対象とした桜島訪

問体験学習や、専門家派遣授業等を行う。

火山防災トップシティとして「犠牲者ゼロ」を目指し、桜島の爆発・地

震等による災害に対する住民の避難体制の確立や防災意識の高揚

を図るとともに、災害応急対策が迅速、適切に行われるよう、桜島火

山爆発総合防災訓練を引き続き実施する。

災害時に、より多くの市民に、避難情報等を迅速かつ確実に伝達す

るため、緊急放送を自動受信する防災ラジオを希望者に有償で提供

する。

大規模災害の発生に備え、防災資機材等備蓄計画に基づき、整備

した備蓄物資の適正な管理を行う。

広範囲に及ぶ地震、風水害等の災害に対応するため、職員用物資

の備蓄を行い、本部機能の強化を図る。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 各対策部向け図上訓練実施事業[危機管理課] ― 

・ 火山防災強化市町村連携事業＜トップシティ関連＞[危機管理課] 111

　 ・ 防災会議運営事業[危機管理課] 2,254

　 ・ マンホールトイレ整備事業[資源政策課] 49,024

・ 災害救助に要する経費[地域福祉課] 5,361

・ 災害時食糧等物資備蓄事業［地域福祉課］ 16,763

・ 全国市長会防災・減災費用保険[地域福祉課] 4,920

・ 桜島降灰対策事業［産業支援課］ 778

大規模災害時におけるし尿処理対策の一環として、迅速に設置でき

衛生面も良好であるマンホールトイレを避難所に整備する。

本年度 玉龍高、大龍小、城南小、松原小

大規模災害発生時に避難所等における供給体制が整うまでの食糧

や生活必需品を備蓄する。

災害救助法の適用に至らない災害時に、実際に支出した費用の一

部を補填する防災・減災費用保険制度に加入する。

避難所開設時において必要な物品の購入などを行うほか、緊急避難

場所として開設した避難所の一部において、日中の駐在業務を市シ

ルバー人材センターに委託する。

市地域防災計画の推進をはじめ、本市の防災に関する重要事項を

審議するため、防災会議を開催する。

各対策部を集めた災害種別ごとの図上訓練を行い、対策部間の調

整能力や職員の危機管理意識の向上を図り、防災体制を強化する。

火山防災強化市町村ネットワークにおいて、全国の火山地域の市町

村と情報共有を図るとともに、国等に対し、火山防災対策の強化を働

きかける。

商店街のアーケード降灰除去作業等に対し助成するとともに、商店

街へ克灰袋を配布する。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 降灰除去事業[道路維持課、道路建設課、公園緑化課、 1,163,279

農地整備課、スポーツ課、施設課]

・ 河川水路管理経費[河川港湾課] 24,149

・ 公共施設占用実態調査事業[河川港湾課] 8,500

・ がけ地応急防災工事費補助事業[河川港湾課] 4,555

　 ・ 災害関連特定急傾斜地崩壊対策事業［河川港湾課］ 58,000

　 ・ 河川浚渫推進事業[河川港湾課] 98,560

・ 都市基盤河川改修事業［河川港湾課］ 3,780

がけ崩れの恐れがあるがけ地からの被害を未然に防止するため、が

けに接する土地所有者等自らが行う応急防災工事に要する費用に

対し助成する。

道路、学校校庭等の降灰除去や集積された宅地等降灰の搬出を行

う。

道路、宅地、公園、歩道緑地帯、学校校庭、スポーツ施設、農道、

事業所等

水災害リスクの低減を図り、災害に強いまちづくりを進めるため、脇田

川の台帳作成等を行う。

水災害リスクの低減を図るため、準用河川や普通河川の浚渫を行う。

河川水路の適切な維持管理のため、未登記となっている水路等の土

地の取得等を行う。

準用河川や普通河川の適切な維持管理により災害の事前防止等を

図るため、管理河川における占用物の実態調査を行い、河川法等に

基づく占用申請等のデータと突合し、管理台帳の整備を行う。

急傾斜地の崩壊による土砂災害から住民の生命を保護するため、過

去に被災した地区において、市単独による急傾斜地崩壊対策の防

災工事を実施する。

83



【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 水路等新設改良事業［河川港湾課］ 73,800

・ 港湾の施設維持費[河川港湾課] 136,007

・ 宅地耐震化調査事業[土地利用調整課] 24,300

・ がけ地近接等危険住宅移転事業[建築指導課] 9,268

　 ・ 民間建築物耐震化促進事業［建築指導課］ 47,941

・ 民間ブロック塀安全対策補助金[建築指導課] 2,250

・ 消防車両等高性能化事業[消防局総務課] 57,211

大規模盛土造成地において、地震時の滑動崩落に対する防災・減

災対策を促進するため、現地確認等を行う。

道路に面する民間ブロック塀等の撤去に対し助成することで、塀の倒

壊による通行人の被害等を未然に防止し、地震災害に強いまちづく

りを促進する。

がけ地に近接する危険住宅の移転等に対し助成することで、がけ崩

れ等の危険から住民の生命や財産を守る。

消防活動体制の充実を図るため、消防自動車等を更新する。

港湾施設の機能向上や船舶の航行の安全を確保し、桜島爆発の災

害から地域住民の生命を守るため、避難港と小型漁船対策用港湾

施設について、泊地の浚渫や施設の整備等を行うとともに、長寿命

化計画に基づく対策等を行う。

水災害リスクの低減を図り、災害に強いまちづくりを進めるため、普通

河川等の改良を行う。

耐震診断が義務付けられている不特定多数が利用する民間の大規

模建築物の耐震改修工事について助成するとともに、戸建て住宅を

対象に耐震アドバイザーによる相談対応を行うことで、地震災害に強

いまちづくりを促進する。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 消防分遣隊庁舎等整備事業［消防局総務課］ 202,654

・ 消防音楽隊活動推進事業［消防局総務課］ 277

・ 消防庁舎管理強化事業［消防局総務課］ 492

・ 広域消防応援事業[消防局警防課] 4,007

　 ・ 消防団活動用救護資機材等整備事業[消防局警防課] 5,296

　 ・ 消防団応援の店推進事業[消防局警防課] ―　

・ 消防水利整備事業[消防局警防課] 68,372

・ 消防分団舎整備事業[消防局警防課] 31,530

保全計画に基づく消防庁舎の改修工事等のほか、山下分庁舎の

火災に対する常時監視状態を維持するため、火災報知設備の更

新などを行う。

大規模災害時における消防水利の充実強化のため、丸型組立水

槽を整備するほか、広域的な消防応援体制の確立を図るため、緊

急消防援助隊九州ブロック合同訓練に参加する。

演奏活動を通じた市民とのふれあいの中で、防火思想の普及啓発

を図るため、楽器の修繕などを行う。

消防水利の充実を図るため、防火水槽の修繕を行うほか、消火栓

の設置や維持管理に係る経費を負担する。

大規模災害時における消防団員の安全かつ的確な活動を確保す

るため、デジタル簡易無線機の整備やＡＥＤのパッドなどの更新を

行う。

消防団員の士気の高揚を図るとともに、消防団の存在を周知広報

するため 、 「消防団応援の店」 への加入促進を図る 。

地域における防災拠点の機能を維持するため、消防分団舎の屋根

や外壁の改修を行う。

消防庁舎の管理体制を維持するため、消防車庫に設置したシャッ

ターの点検を行う。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 実体験型警防訓練事業［消防局警防課］ 70,093

・ 女性消防団員活躍推進事業［消防局警防課］ 8,668

・ 技能別消防団運用事業[消防局警防課] 676

・ 大学生等消防団加入促進事業[消防局警防課] 4,416

・ 泡消火薬剤整備事業［消防局警防課］ 19,013

・ 応急手当普及啓発推進事業［消防局救急課] 446

・ 救急救命士養成・研修及びメディカルコントロール体制の推進事業 14,064

[消防局救急課]

・ 高度救命処置技術向上事業[消防局救急課] 715

危険物火災の消火能力を強化するため、泡消火薬剤の更新を行う。

救急業務における救命効果の向上を図るため、市民向け応急手当

の講習を充実する。

救急業務の高度化や救急需要の増大に対応するため、救急救命

士や救急資格者、指導的立場の救急救命士の養成を行うとともに、

医療機関等において救急救命士の再教育を行う。

多種多様な災害や事故に対応した訓練を実施するため、訓練用資

機材の整備や訓練施設の修繕などを行う。

女性消防団員の活躍を推進するため、火災予防啓発活動等のほ

か、災害現場での後方支援や避難所における運営支援など活動

内容の充実を図る。

大規模災害時等における消防活動体制を強化するため、技能別消

防団の活動内容の充実や登録促進を図る。

将来の地域防災の担い手を育成し、地域防災力の強化につなげる

ため、学生機能別団員の活動内容の充実や加入促進を図る。

救急救命士等の処置技術の維持向上を図るため、効果的な訓練を

行うことができる訓練用資器材の整備を行う。
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【４．自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち】
（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

　 ・ 救急業務高度化事業[消防局救急課] 54,027

　 ・ 救急隊員等感染防止対策事業[消防局救急課] 10,829

・ ドクターカー運用事業［消防局救急課] 72,554

・ 消防救急デジタル無線運用事業[消防局情報管理課] 44,106

・ 防火協力会連合会助成金[消防局予防課] 2,400

・ 安心安全マイホームの推進事業[消防局予防課] 680

・ 火災予防思想啓発「消防スケッチ大会」事業[消防局予防課] 260

・ 少年消防クラブ育成事業[消防局予防課] 640

新型コロナウイルスをはじめとする各種感染症から救急隊員等を保護

するため、感染防止衣等の資器材の整備を行う。

救急業務体制の充実を図るため、高規格救急車や高度救急資機材、

自動式心肺蘇生器等の更新を行う。

消防救急デジタル無線の安定稼働を維持するため、機器の整備・

運用などを行う。

救命率の向上や後遺障害の軽減など、救急医療のさらなる充実を

図るため、ドクターカーを運用する。

地域における消防訓練や住宅防火広報等の事業を通じて、自主的

に防火意識の高揚に努めている鹿児島市防火協力会連合会に対

して助成する。

住宅火災及びその被害を抑制するため、防火チラシ等を活用して、

住宅用火災警報器の１０年更新の周知や未設置世帯への設置指

導などを行う。

少年期から火災予防への意識付けを図るため、市内の小学３、４年

生を対象に「消防スケッチ大会」を開催するほか、入賞作品ポス

ターの作成や一日消防署長などの広報活動を行う。

児童クラブにおいて少年消防クラブを結成し、消防職員や団員の

指導により次世代の地域防火・防災の担い手を育成する。
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